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１．研究の背景

蚊は、ヒトを刺してかゆみをもたらすだけではなく、吸血を介して病原体を体の中に残し、病気（感染症）を引き起こします。マラ
リアや日本脳炎などのそれらの感染症は、未だに世界中で問題になっており、その制圧や対策が強く望まれています。

２．研究の目標

蚊はヒトにウイルスや寄生虫などの病原体を効率よく運びますが、不思議なことに蚊自身は“病気“になりません。同じ病原体
が侵入したのにもかかわらず、一方は症状が出、他方は健康のまま…という現象です。この、病気の運び屋である蚊そのものは
感染症に罹らない理由を、遺伝子レベルで明らかにします。

３．研究の特色

マラリアなどの蚊によって運ばれる感染症では、従来はヒトにおける予防・診断・治療に重点が置かれていました。発想の転換
で、蚊の特徴的な性質に注目し、そのメカニズムを明らかにすることにより、蚊側を制御する新しい感染症対策につなげます。

４．将来的に期待される効果や応用分野

蚊と同様に、病原体を持ちつつも病気にならない肺結核や日和見感染などの感染症についても、これらのメカニズムを解明す
る研究へ発展する可能性を持ち、医学的な立場から人間社会への貢献が期待されます。
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